
ネイチャーポジティブ（nature positive）という
言葉が、様々な場面で聞かれるようになってきた。
英国では生物多様性ネットゲインという政策が進
められ、2021年に成立した環境法において、「開発
事業を実施する際、開発前と比べて生物多様性を
10％増加させる」ことを義務付けた。実際には2024
年1月より、開発事業に対して適用されることとな
る。これまで開発行為に対するミティゲーション措
置として米国等で実施されてきた生物多様性オフ
セットが良く知られているが、オフセットはネット
ロスゼロでありゲインにはならない。ここで述べる
ネイチャーポジティブも、プラスを意味する言葉で
あり、ネットゲインに近い。また、ネイチャーポジ
ティブという場合、生物のみならず、大気、水、土
壌などを含んだ概念だと思われる。

１）ネイチャーポジティブ主流化の流れ
日本でも閣議決定レベルの国土計画にグリーン

インフラと共に、ネイチャーポジティブが記載さ
れるようになってきた。生物多様性国家戦略2023-
2030では、「2030年のネイチャーポジティブの実
現を目指し、地球の持続可能性の土台であり人間の
安全保障の根幹である生物多様性･自然資本を守り
活用する」と謳われ、第3次国土形成計画でも、「生
物多様性の損失を止め、反転させるネイチャーポジ
ティブの考えに根ざした国土利用・管理を進めて
いく」と述べられている。それ以外にも新たな国土
強靭化基本計画やグリーンインフラ推進戦略2023
にも明記されている。

行政のみではない。むしろ企業がこうした考え
方に敏感に反応している。2017年に発表された
TCFD（気候関連財務情報開示タスクフォース）で
は、企業の気候変動への取組みや影響に関する財
務情報の開示を求めているのに対して、2021年に
設立されたTNFD（自然関連財務情報開示タスク
フォース）では、企業が自身の経済活動による自然
環境や生物多様性への影響を評価し、情報開示す
ることを求めている。この世界的な動きの中、企業
はバリューチェーン全体にわたって、事業と自然
の関係を分析してネイチャーポジティブな行動を
起こすことが求められていると言える。2023年か
ら始まった環境省が実施している自然共生サイト

（OECM）の募集では、当初の年間目標を大きく上

回り、前期のみで35都道府県122カ所が認定を受
けた。

このように、行政・民間ともにネイチャーポジ
ティブの主流化が始まっており、閣議決定レベルの
国の様々な計画において明記されているというこ
とは、当然のことながら河川管理の分野でも主流
化すべき概念になってきている。つまり、現在のす
べての川づくりの基本とされる「多自然川づくり」
や、流域治水の取組みにおいて述べられている「グ
リーンインフラ」、「生態系ネットワーク」は、ネイ
チャーポジティブな河川管理を実現するための手
段や計画として位置付けられる。現在、戦略的イノ
ベーション創造プログラム（SIP）第3期「スマート
インフラマネジメントシステムの構築」でも、サブ
課題としてグリーンインフラの活用があげられ、ネ
イチャーポジティブを目指した社会がどのように
well-beingにつながるかが検討されている。

２）気候変動適応とネイチャーポジティブ
現在、社会資本整備審議会河川分科会では、気候

変動による降雨量の増加を見越して全国109の一級
水系の河川整備基本方針の見直しが実施されてい
る。２℃上昇相当のシナリオに対応して降雨量が約
1.1倍（北海道では約1.15倍）、流量が約1.2倍に増
加した場合の洪水流量を安全に流下させるために、
基本高水のピーク流量の改訂と流域治水による対
策が検討されている。その中では、河道掘削による
洪水流下能力の増加、遊水地による洪水調節流量の
増加が、多くの河川で検討されており、対策内容を
自然再生の観点から検討することにより、湿地・ワ
ンド、エコトーンや生態系ネットワークの再生を実
現することが可能になる（写真１）。つまり、今回の
気候変動に伴う基本方針の見直しは、ネイチャーポ
ジティブな川づくりを実践する好機とも言える。一
方で、治水のみを考えた河道掘削が実施されれば、
河川環境のさらなる悪化が予想され、治水と環境保
全を両立するために、早急に十分な議論を開始しな
ければならない。

３）ネイチャーポジティブな環境目標をどうやって
作るか

これまでの河川整備基本方針や整備計画におけ
る環境目標は、定性的な記載に留まり、治水目標の
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「環境も河川法の目的のひとつ」「すべての川づくり
は多自然」など、川づくりはもともと「ネイチャーポ
ジティブ」なはずだが、実態はなかなかそうでもなかっ
たのかなと思う。そこをどう組み立てなおせば良いの
か。

治水は河川管理者の「責務」でありゴールも明確、
一方で環境も「責務」のはずだが、今はゴールがわか
らなくて「責務」になりきれない何かでしかない。「ポ
ジティブ」という言葉は目指す方向性は示していると
思うが、ゴールがわからないと動けない。だから言葉
が踊るだけでは、以前と同じように物事が思うように
進まないことになってしまう。河川の自然環境とどう
向き合うのかが改めて問われている。

川づくりの「ネイチャーポジティブ」にどうしたら
魂を入れられるか。

まずはマインド、志の問題が大事だと思う。
河川管理者をはじめ河川に関わる人たちが自然環境

をリスペクトし、こよなく愛する気持ちを持つことが
何よりも大切。その気持ちを具体的な行動につなげる
ことができてはじめて「ポジティブ」が具体的に動く。
河川に関わる人たちは皆根っこのところではそういう
マインドを持っているはずだと思うが、防災対策への
責任感が強くてそれが表に出てこない面があるのでは
ないか。だから、治水対策をやる時に「自然環境にとっ
てこれでいいのか？」という疑念や躊躇が作動しにく
いのかもしれない。

少しでも「これでいいのか？」と思って、それが次
のアクションにつながれば必ず良い方向に行くはず。
自然をリスペクトし、治水対策として「どうしたらもっ
と環境が良くなるのか、悪くならなくて済むのか、もっ
と自然に優しくできないのか」を常に問いかけ追求す
る。そうすれば自ずと環境に関する技術資料を改めて
紐解き勉強したり、専門家の意見を聴き直したり、具
体的な動きになって表れてくるはず。そこがまず「ネ
イチャーポジティブ」の入り口ではないか。

そのためにも多くの河川にかかわる人たちが、良い
川、良い水辺、良い自然環境に触れて、また既に「ネ
イチャーポジティブ」に活動している人たちと交流す
る機会を増やしていくことが本当に大切。「ネイチャー
ポジティブ」がそういうところから世の中に増殖して
いって欲しいと願う。

そして「ポジティブ」でいくためにどうしても必要
なのは環境の目標、具体的にどうすべきか目指すゴー
ルを示すこと。それを実現していくための技術・手法
を提供すること。ここが欠けていると「ポジティブ」
になりたくてもなれない。せっかくやろうと思っても
挫折したり、やっても間違ったりチグハグになったり。
どこまで何をやったら良いのか分からない、だからで

きないしやらない。そういう悪循環になる。
求めるのは治水だけ、環境だけの最適解ではなくて、

治水と環境と両方を一体的にしっかり考えて総合的な
解決策を見つけること。そのためには、治水とあわせ
て考えることのできる環境の具体的な目標を用意する
とともに、課題解決に取り組むための治水・環境一体
の計画・設計・施工・管理の実践的な手法とツールを
提供すること。

そのための様々な研究も進んでいる。環境・生態系
を定量的に評価し計画に反映する手法、河道改変に対
する応答を治水・環境両面から予測する手法、またそ
れらをサポートする三次元設計、データ統合などのデ
ジタル技術、環境調査・モニタリング技術など。「ポジ
ティブ」にいける条件は整いつつあると思う。

川づくりとしてのアプローチや考え方ももっと柔軟
になっていっても良いのではないか。

気候変動対策、緊急治水プロジェクトなどで進めら
れる河道掘削などの大規模な河道改変は環境の危機と
見られがちだが工夫次第では環境もよくできるチャン
スでもある。どうしてもオンサイトで環境を保全でき
ないのであればオフサイトでできることで補完するこ
とがあっても良い。すぐには治水と環境を両立できな
いのであれば、まず治水を先行してあとから自然再生
をフォローするようなやり方もあり得る。生態系クレ
ジットなどを制度化すれば民間にももっと貢献しても
らいやすくなる。評価の仕方も、治水でこうとか環境
でこうとかだけではなくて、地域のウェルビーイング
の観点でこう、といった別の視点での総合的な評価軸
も必要かもしれない。

そういう多様なアプローチを取り入れていけたら良
いと思う。

流域治水を進めるためにも環境意識が重要だと思う。
治水だけではなかなか「自分ごと化」できない流域の
プレーヤーには、むしろ環境やまちづくりでの活動を
介して流域治水に貢献してもらえるのではないか。自
然の恵み、営力、脅威をリスペクトした地域の伝統知
こそ「ネイチャーポジティブ」であり、そこに流域治
水のヒントがたくさんあると思う。

川づくりが目指すネイチャーポジティブは、治水と
河川環境・生態系が WIN-WIN になり、治水の安全と
自然環境の豊かさと恵みが相まって地域の活力のエン
ジンとなること。そのような社会を目指すには課題は
まだまだあるが、なにはともあれ実践が大事であり、
立ち止まっているのがいちばん良くない。できること
から、身近なことからでもやっていこうという姿勢が
まさに「ポジティブ」に込められたメッセージである
と思う。

「ネイチャーポジティブな川づくりに魂を入れたい」
代表理事　塚原　浩一
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